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注)各項目について、   の枠内に入力してください。 

上書き保存を忘れないようにしてください。 

 

１．学習課題 

地球は本当にだ円体なのか。自分で測定した結果を基に考えよう。 

 

 

２．仮説（予想） 

エラトステネスの手法にならい、地球を球体と仮定することで、子午線上の２地点の緯度差と

距離から地球の大きさを算出することができる。さらに、高緯度・低緯度において、同様に地

球の大きさを算出すると、高緯度と低緯度とは異なった値となるだろう。したがって、地球は

だ円体と考える。 

 

 

３．実験結果① 

  ２地点の緯度 ２地点の経度 

Ａ地点 Ｎ ３５° ３′２０．００″  Ｅ１３６° ３′ ４．００″  

Ｂ地点 Ｎ ３５° ３′３７．００″  Ｅ１３６° ３′ ４．００″  

Ａ－Ｂ間の 

緯度差 
       １７．０［″］    

Ａ－Ｂ間の 

距離 
        ５３０［ｍ］    

算出した地球の 

大きさ［ｍ］ 
４０４０４７０５．９［ｍ］    

算出した地球の 

大きさ［ｋｍ］ 
４０４０４．７０６０［ｋｍ］    

 

 

４．考察➀ 

【ａ．最初の考察】 

エラトステネスが地球の大きさを算出した方法を参考に、グラウンドの２地点の緯度差と距離

を測定して、そのデータから地球の大きさを算出したところ、４０４０４．７１ｋｍという距

離が算出された。 

↓※ａよりもｂの内容の方が深まることを目指します。 

【ｂ．他者との共有による振り返り後の考察】 

他の人の結果を参照したところ、他の人の算出した地球の大きさと、自分の算出した地球の大

きさはほぼ同じことから、予想や手法は妥当であったと考えられる。 
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３．実験結果② 

高緯度 

  ２地点の緯度 ２地点の経度 

Ｃ地点  Ｎ ６８°２８′ ７．７２″  Ｅ１１９°５９′１１．５６″  

Ｄ地点  Ｎ ６８°２８′１３．６９″  Ｅ１１９°５９′１１．５６″  

Ｃ－Ｄ間の 

緯度差  
       ５．９７［″］    

Ｃ－Ｄ間の 

距離  
        １８５［ｍ］    

算出した地球の 

大きさ［ｍ］  
 ４０１６０８０４．０［ｍ］    

算出した地球の 

大きさ［ｋｍ］ 
 ４０１６０．８０４０［ｋｍ］    

 

低緯度 

 ２地点の緯度 ２地点の経度 

Ｅ地点  Ｎ  ０° ０′４５．５４″  Ｅ１１９°５９′１１．５６″  

Ｆ地点  Ｎ  ０° ０′５４．０７″  Ｅ１１９°５９′１１．５６″  

Ｅ－Ｆ間の 

緯度差  
       ８．５３［″］    

Ｅ－Ｆ間の 

距離  
        ２６２［ｍ］    

算出した地球の 

大きさ［ｍ］  
 ３９８０６７９９．５［ｍ］    

算出した地球の 

大きさ［ｋｍ］ 
 ３９８０６．８０００［ｋｍ］    

 

４．考察➁ 

【ａ．最初の考察】 

地球の形は球体ではなく、だ円体である。このことを検証するために、高緯度と低緯度のそれ

ぞれ２地点で緯度差と距離を測定し、地球の大きさを算出したところ、高緯度の２地点のデー

タから算出した地球の大きさの方が大きくなる結果となった。これは、緯度１°あたりの地表

面の距離が高緯度の方が低緯度よりも長いことが理由である。 

↓※ａよりもｂの内容の方が深まることを目指します。 

【ｂ．他者との共有による振り返り後の考察】 

他の人の考察を参照したところ、高緯度の方が低緯度よりも長いことが妥当であると考えた。

自分の予想や手法は妥当であったと考えられる。 
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５．結論 

地球はだ円体である。なぜなら、子午線上の２地点の緯度差と距離によって、地球を球体と仮

定して大まかな大きさを算出すると、高緯度と低緯度では、算出した地球の大きさが異なるか

らである。その理由は、高緯度と低緯度では緯度１°あたりの子午線の長さが異なるためと考

えられる。つまり、このことは地球がだ円体であることを示している。 

 

 

６．自己評価 

自分自身の 

考えの整理 

他者と調査結果・ 

考察を共有 

考察の記述における 

科学用語の使い方 

Ａ Ａ Ａ 

 


